
J ｀

減

4 1
一
』

卜
打

馨

麟



■

‐  |       
‐    ‐  ‐ |‐  | 

‐
| |‐    |■‐  |       

‐    ‐  ‐ |‐  | 
‐
| |‐    |■

CONTENTS

'96北九州シンポジウムー「開発保全」 1
'96北九州シンポジウム参加して …  …4'96北九州シンポジウム参加して …  …4
AACA賞 …………………………………… 6AACA賞 …………………………………… 6

アピアランス(会員作品紹介)………… 9

時代の華一輪

奥田 小由女… …… …………………… 10
三木 多間………………………………… 11
aacaト ーク
)可合  糸己…… … ………………… …………… …12)可合  糸己…… … ………………… …………… …12

橋本 奈良二―…… …… …………………13
■表紙写真

「門 司 港 」

| |  |   . 
‐| ||    ‐‐‐

‐
|||‐ ■■ | ||| ||||| ‐ ‐| ‐  ‐

‐‐ ‐‐ ‐  ‐    .    |‐     ||‐ ‐||||■ ■ | ||| ||||| ‐ ‐| ‐  ‐
‐‐ ‐

|‐ _|‐   ‐  ‐ ‐ ‐ |||‐   |  ||‐   |‐ ‐ _



'96北九州シンポジウムー可開発と保全」

日時 平成8年 10月 31日 (木 )

午後 1日寺30分～5日寺

土易副辱 北九州国際会議i易メインホール

バネルディスカッション

コーディネーター :内井 昭蔵
パ ネ ラー :黒川 紀章

宮本 忠長
村松貞次郎

出口  隆

あいさつ

福岡県知事

麻生 渡 氏

北九州市長

末吉 興― 氏

日本建築美術工芸協会会長

芦原 義信

開会あいさつ

日本建築美術工芸協会は、わが国におけ

る建築家や美術家、工芸家など芸術家が集

まつて、いろいろデイスカッションしなが

らわが国の都市や景観を少しでもよくして

いこうという団体でして、毎年一回、この

ようなシンポジウムを開催しています。き

ようは、「開発と保全Jと いうテーマでして、

みなさんもたいへん関心をもつていると

思います。このシンポジウムから何か一つ、

これかなというヒントを得ていただければ本

当に幸いです。

111● 漱♯

文化庁次長

小野 元之 氏

これまでは、とにかく安しヽモノを大量に

つくつて売り、経済的な繁栄を遂げてきま

した。日本経済は右肩上かりの成長を続け

てきたわけです。極端に言うと、効率第一

主義、生産第一主義でやつてきた。しかし、

東南アジアでは、安い労働力で非常に精巧

な精密機械をつくることができるようにな

つています。すると、日本のように、高い

土地代と賃金の国が同じモノをつくつて同

じ土俵で勝負することは、多分できない。

他方、日本人の生活の中には、さまざま

な形で、根の深い文化財としての伝統文化

が脈々と流れています。この伝統文化が、

効率第一主義、生産第一主義の中で若干影

が薄くなりかけていました。しかし、ノヽブ

ルが崩壊し、右肩上がりの成長が難しい次

代になつて、本物志向で伝統や文化を大事

にしていくという方向が間違いなく出てき

ていると思います。

そして、そういう日本人の文化的伝統を

大事にしていく風土が、文化の振興を支え

る大きな柱になると思います。

さらに、いま、生産拠点を人件費や土地

代の安い海外に移すという産業の空洞化が

懸念されています。空洞化は日本の中に生

産基盤がなくなるわけですから、雇用、労

働事情が大きく変わつてきます。しかも、

日本は急速に高齢化が進んでいます。一方

で、技術力は海外に移転してしまう。そう

したとき、日本の製品がアジアの国々と競

走して勝つには、正確に動く、きちんと動

くというだけでなく、プラス アルファー
が必要になつてくるわけです。

この三点から、文化庁としては、日本は

「文化立国Jを 目指さなければならないと

考えているわけです。それで、文化庁では

文化立国21プランを掲げていますが、そ

の中の一つの柱は文化への投資は未来への

投資だということです。一つの製品をとつ

ても、それが将来の日本を支えていくため

に、いま、文化に投資しなければならない

のです。文化への投資は、日本の存立基盤

として文化の仕事をしなければならないと

いうことなのです。さらに、文化の質は、

一人ひとりの人間にとつては生きていく証

でもある。

ところが、諸外国と比べると、わが国の

文化予算は非常に少ない。これを何とか増

やそうということで、財政当局とやりあつ

ているところです。文化への投資は、単に芸

術文化のレベルを高めるということではな

いのです。経済発展の牽引力になる新しい

雇用や需要を産むという側面もあるのです。

これだけ成熟した社会ですから、国がお

金を注ぎ込むのであれば、その効果として、

多くの人びとが生きがい、幸せを実感でき

る社会にしていかなければなりません。

"苺
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建築家
aaCa副 会長

内丼 昭蔵
昨年は阪神 淡路大災害がありました。そ

の復旧も軌道に乗つたかのように見えます

が、大きな傷は一朝―夕には回復しないの

ではないかと思います。問題は、日本の住

宅文化を育んでいた場であります西宮とか

芦屋とか阪神の住宅の多くが壊況的な被害

を受けたことです。これらの復旧はほとん

ど絶望的ではないかと言われています。

これまでの財産一つまり伝統を育んでま

いりました住宅地の破壊というのは、ライフラ

調和ある方向を
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インのように一朝―夕にすぐ復旧すること

はできないのであります。これは関西住宅文

化がここで途絶えてしまうということでも

あると思います。歴史とか文化が集積した

住宅地の復興というのは並み大抵ではない

と思います。いかに伝統的な生活の場とい

うのが需要であるかということはこの災害

が物語つているように思います。

また、文化庁指定の重要文化R/1や県、市

指定のものはある程度補助金が出まして、

比較的スムーズに復旧ができたと思います

が、個人所有の建物につきましてはなかな

か難しいのが現状です。

しかし普通の住宅のなんでもない住宅、

あるいは建造物でも長い歴史の中で市民に

見守られて生きてきたものはそれなりの価

値があると思います。保存に私は差別はな

いのではないかと思いますが、この災害を

見ておりましても私たちは非常に多くのも

のを学んできたように思います。

開発ブームがバブル崩壊で下人になつた

とはいえ、私たちが生活していくうえでは

開発もまた必要であります。問題は、従来

の開発ではなくて、文化の保存とか地球環

境的視野から調和ある方向を生み出さねば

ならないということではないでしようか。

ここ北九州で開発と保存の問題を論じよ

うといたしましたのは北九州市が行つた門

司港周辺のレトロ事業に注目したからです。

この事業につきましては、きようご出席の

出口隆助役から詳しいお話が伺えると思い

ますが、ようやく全国で個性的な街づくり

や町並み形成の事lrlが多く見られるように

なりました。これは大変喜ばしいことです。

それらはいずれもそれぞれの個性を生かし

た開発と保全の調和をとつてきたものと言

えると思います。

L,1開 一文億鑢鶴饉
生かした街づくりを

北九州市助役

出口 隆 氏

世界資本主義の今日では文化庁からお墨

つきをいただける文化財の指定があつた場

合は別ですが、そうでない場合は開発当事

者はなかなか文化的な遺産まで顧みること

は困難ではないかと思います。なにしろ文

化的遺産についての評価は個人個人大変差

がありますし、受け取り方も多様です。

最終的には地域の住民がその文化的遺産

についてどのような存在意義を感じている

のかというところが問題になつてくるわけ

です。地域住民のコンセンサスあるいは一

致した支持があれば、公共の開発であれ民

間の開発であれ、文化的遺産の保全はゆつ

くり前進するであろうと思います。

門司港は、現在でも今世紀初頭の近代建

築が20棟以上も残存しておりますが、昭

和60年 になつて、旧門鉄クラブーいま三

井クラブと言つています一の解体が国鉄か

ら知らされました。引き続いて62年 に 日

商船三井ビルの解体が知らされました。商

船のビルは解体して駐車場にするというシ

ョッキングな話でした。なんとかして残せ

ないものかと、いろいろ議論をいたしまし

たが、どうしようもなかつたというのが当時

の現状です。

折りよく、ふるさと倉」生事業が提案され、

地方自治体で手を挙げるならばお金をつけ

るという話がありました。私どもさつそく

案を作りまして、国のほうにお願しヽをいた

しました。それでOKを いただきまして、

初めてここでレトロというものをキーワー

ドにした街づくりをしようということにな

りました。

先行いたしておりました港湾の整備計画

とも ドッキングをいたしまして、建物を保

存するという事業と港湾の整備事業、そし

て港湾の背後の整備事業、これらを一体と

した整備計画を策定いたしました。街づく

りのコンセプ トといたしましては地域の自

然環境を大切にしながら明治、大正の文化

を育んでいこう、継承していこう。そして

それを街づくりにつなげていこう一―こう

いつたコンセプ トを固めたわけです。

平成元年ごろからスター トしまして、昨

年の二月までにほぼ古い建物の保全等が終

了いたしました。建物と周辺の事業につき

ましては各省庁のご協力をいただき、事業

を組合せしまして、このようなところまで

進んだわけです。

これからの街づくりとしては、このよう

な文化的遺産を生かした街づくりに着手し

ていかなければならないと考えています。

開発と保全は

いつも同じ場で暮らしている

建築家

宮本 忠長 氏

きよういただきましたテーマの開発と保

全というのは、さきほども黒川紀章先生と

控え室でお話をしたところですが、大きな

隊列あるいは小さな隊列あるいはイデアの

ような関係、しらんな関係の中であるものだ

と思います。

私は地方で仕事をしていまして、とくに

そういつたことが顕著に仕事の上にも目に

見えてくるものですから、開発と保全ある

いは保存というようなものは、いつも同居

しているというか、同じ場で暮らしている

ような感じを実感 しています。例えばここ

までが開発で、ここからこつちが保全です

というようなことは実際日常生活の中でな

かなかはつきりとし切れないものだと思つ

ています。

また、私は修景という言葉を使います力ヽ

風景、景観や環境をお互い緩やかな関係を

つくつていくというの力Ⅵ多景ではないかと

思つています。

内井先生から小布施町の町並み保存の話

がありましたが、約20年かけて街をこれ

だけ整備しました。言うなれば生活環境の

整備です。そして空地に一つの目的を与え

まして、それぞれが公のために何らかの働

きをするということで、例えば広場とか駐

車場を持つ広場とか普通の道とか、建物と

建物の間の空間は建物と建物を結′ぶ役害Jを

果たすと同時に、間の空間がむしろ主役で

はないかと考えました。例えばゲシユタル
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卜心理学で言いますと、図と地の関係があ

ります。

たまたま小布施がスター トしたころ、芦

原義信先生の『街並みの美学』という本が

出版されまして、そのころ集落とか通りと

か町並みということ自体が大変珍しい新鮮

な感覚がありました。同時に町並みの美学

ということも大変なショックを受けたわけ

です。それで、建物と建物の間の空地が脇

役ではなくて、あるときにはそれが逆転じ

て主役になるというよう
=ち
えを持つて間

の空間を考えたわけです。

開発と保存はいつも背中合わせというか、

しょっちゅう重なつているか横に並んでい

るか、いつも同じ場所にいるのかもしれま

せん。私はそういつたゆるやかな関係で修

景というようなことを考えております。

蝙食晰澱麓畿で鱚れ鐵

後世は残そうと考える

建築家

黒川 紀章 氏

これからの景観ということを考えるとき

に、都市としヽうのはどういう′ふうにつくら

れてきたのかということを考えてみること

が非常に重要ではないかと思つています。

都市は、時代時代の最先端の集積である場

合にのみ残つていくものであり、時代時代

の証言者であれば、後世の人びとは残そう

と考えるのです。できた当時に批判された

奈良国立博物館 (旧帝国奈良博物館)、 琵

琶湖疏水、エッフエル塔などが現在どうい

う評価をされているかを見てもらえれば、

理解できると思います。

いま、私は門司港で31階建て超高層マ

ンションの設計を担当しています。超高層

にしたのは、低層にすると屏風のようになつ

てしまい、門司地区の後ろ側にある風景が

完全に隠れてしまうためです。

しかも、レトロ地区に残つている建物は、

スケールが小さい。小さいものに対 して、

とくに足周りの大きさというのはとても大

事になつてきます。高層にすることで建物

が細くなり足周りの建物の大きさはレトロ

地区に現在残つている小さな建物と同じよ

うなスケールになつて、歩道を歩いている

ときの快適さは壊されないで済みます。

一方、柱と梁がそのままデザインになつ

ているシンプルなデザインを考えました。

レトロ地区の建物というのは非常に装飾性

の高い建物ですから、その主役を目立たせ

るため、背景としてある建物は出来るだけ

シンプルなものをということと、現代という

ものは装飾の時代ではないと思うからです。

この建物が渭来平成の時代を物語つてい

る建物として認めていただけるかどうかは、

現代の産業の水準、技術の水準をこの建物

が表現することだと思います。ですから日

本でも実験的にいくつか出来ていますが、

鉄骨を使わないで鉄筋コンクリー トで31

階建ての建物をつくるというのは最先端の

技術です。最近開発された技術です。

色はプレキャス トコンクリー トに焼き付

けた黒い利体ネズミ色と昔から呼んでいる

もので、それは日本の色だという気持ちが

あります。もう一つは黒子だという気持ち

があります。主役はレトロである。その背

景に静かな形でしかも黒子として控えてい

る。そういう謙虚な気持ちを色でも表現し

ました。

な顧 じなむヽ艤―・・機赳
残すのではなく造る

建築史家

村松 貞次郎 氏
「開発と保存」の難しさが指摘されてい

ますが、一言でいうと、開発と保存は決し

て矛盾するものでもないし、対立するもの

でもないと考えています。矛盾するのは、

うまくない開発を強行しようとするからです。

開発と保存が矛盾しないための第一の法

則は「残すのではなく、つくるJということで

す。つまり、フアサー ドを保存し、中は近

代的にする。あるいは、たとえば京都をつ
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くるために先人が残したデザイン要素を使

う。これが「残すのではなく、つくるJと い

うことです。

また、琵琶湖疏水など、かつて景観を大

破壊したものが、いまは、“守れ…保存した

しヾ ということになつている。すると、景

観条例なんかをつくらずに好き勝手やらせ

ておいても、後世には “守れ "“保存 した

い
い
となるかもしれない。しかし、これは

やはり無責任であり、何十年、何百年後に、

すごいものをつくつてくれたと評価しても

らえるだけのものをつくらなければなりま

せん。

神奈川県立音楽堂については、たとえ大

建築家の作品であつたとしても、日本建築

学会賞受賞作品であつたとしても、保存の

ために、自分で納得のいく論理がまだでき

ていません。

ところで、 「近代化遺産Jの時代という

のはやつと文化財の保存行政が市民の段階

に入つてきたということです。今まで文化

庁も学識経験者もそういうものに全然気が

つかなかつたけれども、市民が自分の身の

回りの “文化財"を発掘し、提案していく

段階ではないか、そういう立場が必要では

ないかと思います。

そういう感じでおそらく門司なら門司と

いうものに対してコンセンサスを得ながら

レトロの開発を進められていくなかで、逆

に住民の皆さん方が自分たちで何か発掘じ

て提案するような姿勢、あるいは発掘する

ものがあるかないかの問題にもなると思い

ます。

そういう住民の文化の時代――それは見

方によれば文化の開発になるかもしれない

ですね。そんな立場が必要だなと考えてい

ます。

さらに、北九州は、「近代化遺産Jが全国

でも豊富な都市ですから、それをうまく利用

していかない手はないと思います。   14



'96北九州シンポジウムに参加して

北力′州市建築局指導部長

下畑 洪三

日本建築美術工芸協会
:96北
九州シンポジウムを共催して

この度、日本建築美術工業協会 (aaca)

の皆様のご尽力により北九州市で 96北九

州シンポジウムが盛大に開催されましたこ

とを心よりお礼申し上げます。

日本を代表する著名なパネラーの先生方

が出席して開催されているAACAの過去の

シンポジウムの実績をみますと、本市開催

で果して成功するだろうか、皆さん満足し

てお帰りになるだろうかなど、不安がいつ

ぱいのなかで準備に取り掛かつたことが昨

日のように思い起こされます。

まず、開催が決つてからの最初の仕事

は、テーマの決定でした。過去のシンポジ

ウムでは、1文化」、「者5市 J、 「景観Jと い

つたテーマであり、それにふさわしいもの

を探すことでした。

幸いにも、aaCaの 副会長の内井昭蔵
先生と本市の野津建築局長がテーマを話し

合う機会がありました。

その中で、まちづくりを進めていく場

合、常に直面するのは、 「開発と保全Jの

問題であります。これまでのまちづくりの

手法を顧みますと、開発の面に重きをお

き、環境とか景観を意識した街づくりは少

なかつたのではないか。今回のキー ワー
ドはこのようなものではないかという話し

になりました。

本市には
「
門司港」という、過去東洋一

繁栄した港町があります。九州の最北端に

位置する北九州市の門司港は、明治から昭

和初期にかけて、九州の鉄道の起点とし

て、また、大陸貿易の拠点として、産業

経済のみならず文化の面でも発展してきま

した。

その後、大陸貿易の減少、エネルギー革

命等により、今日ではかつての国際貿易港

としての繁栄はありません。

しかし、かつての繁栄時に建設されたI

キツチックな面影を残す歴史的建造物や変

化に富んだウォーターフロン ト、美しく雄

大な自然など数多くの魅力ある観光資源が

残つていました。そこで、北九州市は、こ

れらの資源を活用して、この地域を歴史

文化 自然と開発が調和した新しい都市型

観光拠点として整備し、活力と魅力ある街

にするため 「門司港レト回事業Jを推進し

てきました。

この事業は、音のものをできるだけ忠実

に再現しながら、同時に、現代社会のなか

でも十分共生 していくという 「調和的保

存」のlRI念 がテーマでした。

F開発と保全』―歴史と環境を生かした街

づくり、レトロ都市 門司港の事例  待
望のメインテーマの出来上がりです。

テーマが決定してからは、会場の手配、

ちらし ポスターの制作など伊藤事務局長
と協議を重ね、順調に準備は進んでいきま

した。

また、パネラーの先生方はすばらしい陣

容となりました。本市では、市民のまちづ

くりへの意識の高揚や参加を図るため、昭

和62年 より「まちづくり連続シンポジウ

ムJを 開催しています。このAACAのシン

ポジウムで第61回 目を迎えましたが、記

念すべきすばらしいメンバーになりまし

た。

さらに、うれしく思いましたのが、あい

にくの雨にもかかわらず、県知事をはじ

め、多数の一般市民が参加していたたいた

ことでした。

多くの方々に支えられ、暖かい助言を受

け、著名な先生方とも直にお話しをするこ

とができ、すばらしいAACAの 会員の皆様

とも知り合いになる機会をいただき、大変

実りの多いシンポジウムとなりました。

シンポジウムの後の交流会におきまして

も、パネラーの先生方と参加された皆さん

との意見交換などで、大変有意義に楽しく

過ごされたと聞き、あらためて感謝してい

る次第です。

最後に、このシンポジウムの開催にあた

つて、前回開催の新潟県 市の適切なご教
示にお礼申し上げるとともに、次回の仙台

市、今後開催予定の岐阜県の方々がご来場

いただいたにもかかわらず、十分なもてな

し、説明が出来なかつたことをお詫び申し

上げるとともに、今後の社団法人日本建築

美術工業協会の発展と次回以降のシンポジ

ウムの成功を祈つております。

aaCa会 員
株式会社 鈴木弘人設計事務所社長

鈴木 弘人
宮城県仙台市青葉区昭和町315
ネオプラザ北仙台510号

TEL 022-276-7457

「北九州シンポジウムに参加して1

aaCaに 入会させていただいてからだ

い′3な りますが、まともにシンポに参加し

たのは今回が始めての気がします。会報誌

によりこれまでの様子の好評で来ている事

は知つていますが、実際に参加してみたら

やはり噂どうり盛会で内容も大変よかつた

と思いました。

日頃はスリープイング状態で傍観してい

るただの一地方会員でありますが 今回の
参加の主な理由は今年は仙台開催と決定し

たためのその予備知識の勉強方々と云うの

が本音で吉田イサム氏の二人で出かけたし

だいです。仙台市の行政側の担当者も当然

来ておられましたが、私のような浅学非才

な者にせめて下足番ぐらいのお手伝いしか

出来ませんが、そうしているうちに早速こ

の 2月 に協会と仙台市との具体的な準備会

合が開かれるとの連絡がありいよいよ本格

的に5月 の開催にむけて動き出したようで

す。よい企画でより多い参加者に好評を得

る内容のものをと、これから主催者のご苦

労が大変な事と思います。

今回は北九州と云う活気ある臨海産業都

市の地で 「開発と保全Jを テーマにしたグ

レー ドの高いシンポでしたが、さすが一流

のスターキヤス トに恵まれ各パネラーのや

りとりを内井昭蔵さんのコーディネー トよ

ろしく多数の参加者に満足を与えたのでは

なかつたかと思います。歴史と環境を生か

したレトロ都市門司港の保全や博多のキャ

ナルシテイー等大再開発のモデル的なもの

まで、大変興味深く観て参りました。シン

ポは内容にもよるが技術講習会ではないの
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aaCa会 員
株式会社アルフア 代表取締役社長
日本インテリアテザイナー協会本部組織委員

西日本インテリアプランナー協会 I里事

北村 新比古
福岡県北九州市小倉北区小文字1234
TEL 093-522-0644

で真面目一方だけでなくユーモア等あり面

白さが無ければいけないし、その場の時間

帯の中で楽しく感動を与える必要性に映画

や芝居と同様の共通したものと思います。

私(65才 )は停年も過ぎた今は正直なとこ

ろいまさら建築の勉強は息子達にまかせて、

もつぱらイクスカーション等でその地のラ

ンドスケープを眺め地場特有の地酒と料理

が唯―の楽しみとしており、その点今回は

その恩恵にあずかり満足致したしだいです。

ところで今回はTOTOさ んには大変お世

話になりまして感謝申し上げます。さすが

本社工場のダイナミックなスケールと製品

行程の見学等親切丁寧なご歓待を受け又ノ

ーマライゼーシヨンとしての組立施設のバ

リアフリー建築を見せていただき大変参考

になりました。      ~
又ついでに念願だつた北原白秋の里柳川

の水郷で感傷に浸る事が出来たのはこれま

た収穫でした。最後に芦原会長のお元気な

姿に接しそれこそ地酒と美味な料理の場に

同席させていただき大変光栄に思つており

ます。少々おだつ(仙台弁でお調子がよ過ぎ

ること)過ぎたそのつけとして伊藤事務局長

から原稿依頼の強制命令を賜わり仙台シン

ポしつかり頼むよ、と (こ れは親心と好意

的に受け止め)ノ ＼ッパをかけられたしだい。

aaCaのモットー、建築家と芸術家が一緒

に仕事をし、社会にその知識を還元すると

云う芦原会長の言葉通り、そのためのシン

ポジウム等も大きな要因であると思います

し、又一つの組織として各会員の絆として

も必要なものとして続けて行くべきでしよ

う。今回の開催とご尽力いただいた協会の

方々始め北九州市の皆様に感謝を申し上げ

ますと共に今年の仙台開催の成功を願うも

のです。

196北九州シンポジウムに参加して

日本建築美術工芸協会に入会して間もな

い 10月 31日 「 96北九州シンポジウム J

が、私の住む街 北九州市の国際会議場で

開催されました。伊藤事務局長を始め事務

局や会員の方々とお会いすることは出来ま

したが、残念ながらお話をする充分な時間

はありませんでした。それでも皆さんの

「都市 |「建築Jに 寄せる情熱が伝わる感激

の一日でした。開会冒頭の芦原義信先生の

挨拶。そんなに長いお話ではありませんで

したが、その一言一言に 「建築Jそ して
「都市Jを造る思い、また見守る喜びを感

じることが出来ました。芦原先生の著書に

出てくる革新的な創造への意欲や情熱と同

様、 「よりよい街並みを造る意識革命Jや
「新しい倉J造の時代Jを現実のものとして

北九州市の都市構想が進んでいます。歴史

と環境をいかした街つくり「開発と保全 J

をテーマとしたこのシンポジウムは協会や

建築世界の境界を越え、市民や国全体の問

題としても誰もが関心を持たねばならない

新時代への呼び掛けだと思います。記念講

演、パネルデイスカッションともに素晴ら

しいものでした。何かの本に i曼 陀羅 Jの
「マンダJは心髄、「ラJは得ることと書いて

ありました。街の存在としての拠り所を喪

失じがちな現在、人間の為に、また自然世

界の為に、許される快適さを見つけたいと

願つている私には、このパネルデイスカッ

ションは一つの「マンダJ(心髄 )「 ラJ(得

る)で もありました。私は 「北九州を大切

に『星降る街を創る会』Jと いう「開発や保

全Jも テーマとした地元を愛する会をつく

つてこの 1月 でちようど 5年の節目を迎

え、また新しい形で再スター トしようと計

画しています。その 5年間に、会の思いは

どのようにすれば充分に伝わるのか、など

多くの問題が出ました。シンポジウムの価

値もその目的、情報や意見の伝達が充分な

ものか否かに大きく左右されると思いま

す。良寛はある手紙に「吹雪の中、わざわ

ざ私の草庵へ、情愛のこもつた詩をもたら

され、その気持ちに対してどうのように報

いたら良いのかわからない。ただ筆を口に

含みあなたの思いに恥じるはかりだJと い

う漢詩で、自己を中心に述べ、「どうぞ、

雪を踏みわけて出てきてやつて下さい。粗

末な庵ではあるけれど、一夜語り明かそう

ではありませんか |と 相手を中心に短歌で

述べています。わざわざ出向いた客は約束

の日、良寛がお斎 (と き)の留守とかで、

することも無く、ついに掃除をして帰るは

めになりました。心や思いや人柄が伝わる

と、許せる世界また快適な世界が広がるの

かも知れません。素晴らしいパネラーの思

いの一つ一つが伝わり、うなづき続けた素

敵な 1日 でした。新しい視座と学びの機会

を得られそうなこと、新しい出逢いの可能

性があることなどを感じ幸せでした。最後

に日本建築美術工芸協会に入会させていた

だいたこと、またこのシンポジウムに参加

出来たことに感謝しております。   411

躙
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第6回AACA賞

審査委員長

審査委員

内 丼  日召蔵  (建築家 aaCa副会長)

會 田  雄 亮 (陶 芸家 aaCa理事)

榮久庵憲司 にシダストリアテサイナ aaCa里勤

近 江    〕社 (建築家 aaCa理 事)

渇登サ‖  書ヨーー (東京芸lll大学長 aaCaI里 事)

さつぽろホワイトイルミネーシヨン実

行委員会(監修伊藤隆道氏による)企画設計

「さつぽろホワイトイルミネーシヨン」

◆AACA特別賞として

坂倉建築研究所 並びにモニユメント
デザイン西野康造氏、家具 サインデ
ザイン椎名啓二氏「茅ヶ崎公園プールJ

応募作品はいずれも環境や景観に配慮さ

れたすぐれたものであつたが、なかでも入

賞作品は特にすぐれたものであり、本協会

が意図する理念に合致するものであるとの

高い評価を得たものであつた。

今回は、特別賞が2点となつたが、これ

はいずれも甲乙つけ難く、審査員全員の同

意を得て同点評価とした。

AACA賞審査講評 會田雄亮

「平和の森公園」

長岡市本町 3丁 目

この計画の一番の見どころは、小川を取

り込んで川の両岸に展開された環境作りで

あろう。堤のノリ面を利用 して客席を作

り、対岸もゆるやかな緑の傾斜地に作り変

え、一体の景観に計画した時点でこのデザ

インは成功を約束されたようなものだと思

う。河

'堤
を変更する事自体作者が語つて

いるように、規則を変え関係者を説得する

のに大変なエネルギーが必要であつたであ

ろう事は想像に難くはない。

戦争中この地で亡くなられた方々の鎮魂

の像を回みやわらかな緑の芝生が広がり、

前面の石組の舞台で締めた緩急の構成は絶

妙である。夏の間は水量も減り子供が川遊

びをすると云う。本来この様な地形は町の

どこにも見られるものだが、それをこのよ

うな清々しい公園に作り変える事こそが、

やたらに彫刻を置くことしか能のない昨今

の環境造形指向に対し、心強い警鐘となつ

て好感の持てる作品になつている。

審査総評 内井昭蔵

今回は昨年とほぼ同数の35点 の応募が

あつた。審査は例年にならい応募されたバ

ネルを審査員が全員で目を通し、各自推薦

する案をもとに自由に討議し現地審査をす

る入賞候補作品を6点選定した。

その後、複数の審査員がグループをつく

り各候補作品を現地審査し、慎重審査の結

果、以下の3点を選定しました。

◆AACA賞 として

上山良子(ランドスケープデザイナー)氏

設計の「平和の森公園」長岡市本町3丁 目

◆AACA特別賞として
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AACA特別賞審査講評 近江 栄

「さつぽろホワイトイルミネーションJ

1981年 12月大通公園 2丁目広場に立つ

た 1本 のひかりのオブジエから始まつて

16年。

遂年その規模を拡大し、本し幌の冬の風物

詩として 「さつぼろ雪まつりJと ともに定

着している 「さつぽろホワイ トイルミネー

ションJは、白い雪に咲く光の一大ページ

ェントとして、全国各地のイルミネーシヨ

ンの先駆的な範例となつている。

前回は過去最多の365,000イ固の電球を

使用し、巨大な光のオブジエをメインに多

数のイルミネーシヨンツリーやオブジェな

どが40日 間 (11月 22日 より)にわたつて

札幌中心部を美しい光の帯で毎年変化が加

えられ、ともすれば暗い北国の都市空間の

夜を華やかに彩つている。 (伊藤隆道 監

修)札幌市民や道民ばかりでなく国内外か

ら訪れる観光客にも大きな驚きと感動を与

えている、すぐれた業績として特別賞を贈

る。                 111
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[茅ケ崎公園プールJ

茅ケ崎公園ブールは、横浜市港北ニユー

タウン内の公園に設けられた屋外ブールで

ある。設計者は市のマニユアルに示された要

求に対応しながら直径21mの円形プール、

幼児プールから成り、人工の滝から落ちる

水を利用したスライダーが設けられている。

敷地周辺の既存林を極力保存しながら活

用する配置計画を巧みに行い、プールサイ

ドの間際まで豊かな自然を感じさせる。

この施設の主階は園路から4m切 り下げ

たレベルに設け、管理棟の屋上も植栽を施

し、芝生広場からの斜面の広がりを連続さ

せることにより建物のボリユームを自然の

地形と風景に馴‖染ませている。とくにコン

クリート打ち放し仕上の精度の良さは目を

惹く。

施設の平面形は円形プールを起点にスラ

ィダーから管理棟に連続する螺線形状がデ

ザインモテイーフにならつている。とくに

西野康造の作になるモニユメント“空をゆく
"

は、自然風向に応えてゆつたりと流れる時

間を子供達に語りかけていて好ましい。

坂倉建築研究所 東 泰規 氏

西野康造 氏

椎名啓二 氏
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/7ビアランス会員作品紹介

111再研槻F:フリオ・ベッシン
'|1 64Second street,Newport,Rhodeに

land u s A 02840

■・ ■●L uSAK401)847-2527

シマフクロウは北海道天然記念物に指定されている保護鳥であり

野生生物の彫刻を通して、自然の大切さを考え、環境問題に関す

る警告のため製作しました。

「 SHIMAFUKURO」

設置場所 :北海道常呂郡置戸町
12111X ll× 400011× 2000mm

‐デン

東京都文京区立昭和小学校のランチルーム入国の壁面レリーフ(磁

器)を製作中しました。H3m× W35m。 厚さ5cm。 題名「雲の食卓」。
イメージ「雲たちはいま食事のまつさい中、青空のおいしい水をの

みながら、お日さまの光をたつぶりあじわつて『ごちそうさま』と

飛んで行きま魂 」建築設計は株式会社出下設計。製作は岩尾磁器

工業株式会社。平成8年 10月完成。

「雲の食卓」

設置場所 :東京都文京区立昭和小学校
3000mm× 35110mm× 50mm

人々の集まる街の広場に、核になつてほしいと思う作品で、開放さ

れた空間と囲われた空間を、幾何的に二つに折り曲げた面と、低い

三角錐で構成し、鉄素材の特性を生かし、素朴に力強く簡素化した

造形を表現している。

「 傾 斜 した空 間 」

設置場所 :東京都新宿区
高田馬場

高橋歯科医院
130mm× 41Xlmm× 3111111

画家 モザイク家

関  栄
大阪市住吉区苅田216-5-406

無数の星々と、いのち溢れる宇宙への想いをガラスと石のモザイク

で、どなたでも楽しんでいただけるようにメルヘン調で表現して見

ました。これは自由に設置替え出来る小品ですが、拡大が可能な構

図を考えて作りました。

「LE STERRE(星 )々」

設置場所 :個人宅客室壁面
370mm× 540mm× 20m
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aaCa会 員
人形作家

奥田 小由女
東京都練馬区富士見台2-2210
TEヒ 03-3990-5522

桃の節句にはお雛様が飾られるのを楽し

みにした想い出もあるけれど、近頃は建築

の様式や住まいの習慣の変化等から段々と

赤い毛動を敷きつめた豪華な段飾りの雛人

形を観る機会も少なくなつてしまつた。生

活の流れが年々忙しく慌ただしい感じにな

りおおらかで心豊かな雛の顔などゆつくり眺

める暇もなくなつてしまつたかの様である。

そんな中で私はただひたすらに人形の世

界に夢を追い求め続けていつの間にかかな

り永い年月を重ねて来た。私にとつて人形

はただ愛らしい愛玩物というのではなく私

の心象にあるものを人形というひとがたを

かりて表現する自由で未知の世界である。

平成元年に広島県婦人総合センター(愛称

エソール広島)のロビーに大作レリーフ 1天

翔る護歌J(タ テ 2mヨ コ 13m)を完成し

た時は二年余りをこの作品に打ち込んで制

作した。そして又横浜市の上郷 森の家に
内丼昭蔵先生にお世話になつて完成 した

「しあわせの森Jなどの大作レリーフは彫

亥」と絵画と工芸を一体化した自由な発想で

思い切つた仕事が出来て幸せであつた。人

形の仕上げは古くから日本に伝わる胡粉

「牡蠣の殻の粉末Jを 丁寧に膠で溶いた上

澄みを何十回もうすく塗り重ねたりその行

程の数々は何処迄も細かく根気のいる手仕

事であるが大作レリーフの場合は体力的に

はかなリハー ドでも仕事自体は伸々と大作

ならでは味わえない充実感であつた。

現代の生活空間の中で人形がどの様にそ

の必然性を持つて受け入れられるかは大き

な課題であるが私自身は人形という従来の

概念を大きく越えて新しい造形の世界をい

かに開拓して行くかが人事なことで現代の

生活の中に生きた芸術としての人形を志し

たいと念しているがその一方この古くから

伝わる伝統の美しい味わいも忘れてはなら

ないものの様に思うこのごろである。
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aaCa理 事
徳島県立近代美術館

東京都写真美術館 館長

三木 多聞
東京都北区中里3182
TEヒ 03-3910-2637

彫刻と場

今日いろいろな場所で彫刻作品を見るこ

とができる。パブリック アー トと呼ばれ
るものもあれば、プライベー トな場に置か

れているものもある。たしかに彫亥」は以前

には考えられなかつたほど、社会に対する

発言権をもつてきていると思う。そのこと

は喜ばしいことであるが、よく見るといろ

いろな問題を含んでいるものも多い。何と

なく彫亥」を設置することによつて、文化的

な環境が生まれるという安易な考え方によ

るものも決して少なくないし、そういうと

ころから「彫刻公害Jな どという批判も生

まれてくる。

彫刻の質や内容が重要であることはいう

までもないが、場所や設備の仕方につい

て、作者はもちろん、設置する関係者が充

分検討する必要がある。彫刻設置のプロセ

スとしてはオーダー メイ ド、つまり特定
の作家に依頼して製作するのがベターであ

るが、それに代る前提としてコンペなど野

外彫刻展を開催する例が多い。

具体的な成功例を挙げよう。 1991年宇

部市の現代日本彫亥」展の場合、グラン プ
リを獲得した土谷公雄の 「底流」は同市街

地で架け替えのため取りこわした橋のコン

クリー ト製の橋脚一部を活用した作品であ

る。作者は国内外各地のプロジエク トに参

加してきた。 「物には命があり、橋脚も人

間と同様、生命という価値観で見られてい

いと思うJと語つている。一度廃棄された

ものに最小限の手を加えることによつて、

ものの生命をよみがえらせている。字部と

いう場と深いかかわりのあるものをとり上

げることによつて、見事に新しいモニュメ

ン トをつくり上げた。宇部市の関係者の熱

心な協力によつて可能になつた例である

が、ある場所でかけがえない作品が生まれ

たことに、深い感銘を覚えた。

a

土屋公雄 底流 橋脚 (コ ンク リー ト破材)鉄  380× 360× 300cnn K m o Tsuchけ a UNDERCURR[NT
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aaCa法 人会員
lf式会社河合紀陶房代表取締役

中国中央工芸学院客員教授

(財 )京都陶磁器協会理事

京都商工会議所科学工業部会副部会長

河合 紀
京都市山科区川田

'青

水焼田地町121
TEL 075-581-5550

陶画に託す私

人間の歴史年代では、まずあまり変化し

ない陶器は、古来、建築 墳墓の壁を飾つ

てきた。千年単位、また時には紀元前300

年の音の陶壁画も残つている。そのように、

陶器と建築は密接な関係を保つて、道化し

てきた。

建築の空間において、燃えない、変色し

ない、メンテナンスが楽だということで焼

物は良い材料ではある。しかし、重くて厚

く、焼成変形じやすく、大平面が得られな

いという欠点もある。

今般、私は新しい手法で作成された薄板

を得て、これに着色、彫刻、造形を施し『羅

陶』と名付けた。

『羅陶』の『羅』はうすぎぬという意味で

ある。したがつて羅城とは、一重の薄い塀

をめぐらした城のことであり、いわゆる羅

城門とは、一重の門扉の簡略な城門のこと

になる。『陶』とは、陶化 陶然などの熟語

が示すように、陶が焼きしまる意に通じる。

『羅陶』は、大きく平たい陶板なので、あ

たかも画家がキヤンパスに向かうように、

筆で直接描け、自由奔放な構図が得られる。

しかも、彫亥」が可能なので、より巾のある

表現になり制作者としての興は増すばかり

である。

軽量の利を生かして襖にも衝立にも屏風

にも、格天丼にも、自在に利用できる。

さらに、不燃素材の有益性として消防

法をクリアーできる点もあげられるだろ

う。この程、平成 9年 2月 26日 から3月

4日 まで、東京高島屋美術画廊で古稀記

念展を開催 し、この羅陶による作品も発

表した。

個展の出品作品の中で、『舞う』と題 し

た一作は、巾が60セ ンチメー トル、縦90

センチメー トルの羅陶に波紋の彫刻を上

下に、ラビスラズリーでブルーを発色さ

せ、陽に舞う白鳥を表現 した。応接室と

か、小さいホールにはうつてつけだと思

舞う 陶額 高さ900× 巾60 0cm

う。『鶏頭』は、羅陶を紙のような素材

として扱つてみた作品である。薄く軽い

長所を生かし、二枚析りにしつらえてみ

た。空間を仕切つたり、目隠しに置いた

りと、さまざまな用い方への提案である。

図柄は鶏頭を日本画の筆拐|き で、描い

てみた。黒の線描はもちろん墨色のイメ

ージを意図している。この作品は和風に

仕上げてみたが、廊下の角とか事務所な

ど、洋風の場所にも、違和感はないと思う。

横巾3メ ー トル60セ ンチの大作は 「醍

lllJと 、春らしい題を付けて組み上げて

いる。中にはめ込んだ円形の35セ ンチメ

ー トルの陶板は、自然の植物をそのまま

に焼き付けて、植物のもつ生気を表現した。

この大作は分解できるように構成 し、

個展会場で組み立てたが、一部が東京の

事務所に嫁入ることとなつた。陶額の外

に工芸作品も60点陳列した大個展になり、

全体に元気の出る作品と言われ、作者と

しては大満足している。      ● :

鶏頭 衝立 高さ1050× 巾50 0cm(2双 )
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醍醐 大壁飾り 高さ 1800× 巾360 6cm



aaCa法人会員
l■式会社 博来工房代表取締役会長

(社)京都工業会副会長

京都インテリア産業協会会長

(社)京都経営 技術研究会理事長

橋本 奈良二
京都市南ESI吉祥院新田式の段町45
TEL 075-681-7321

「日本書紀』に記されている応神天皇

の詠に 「千葉の葛野を見れば百千足る家

庭も見ゆ国の秀も見ゆJと いう詠があり

ますが、この 「千葉のJは、 「青丹よじ

奈良の都 |の 「青丹よしJと 同様、枕詞

で、 「葛野 |に かかり、その 「葛野Jが

詠まれています。私はその 「葛野Jに 生

まれ、蝋型鋳造というものつくりの家に

育ちました。

建都 1200年の初代天皇、桓武天皇は

55代天皇であるのに対し、応神天皇は 15

代天皇と言われており、この時代の歴史

には各説がありますが、少なくとも桓武

天皇よりも400年は古い時代の天皇であ

ります。そこに、 「百千足るJと 詠まれ

ていることは当時から色々なものづくり

が集結して、ものづくりに励んでいたも

のと思われます。それを示すものとして

F万葉集』の巻 11-2648番 の詠人未詳
歌に 「かにかくに物は思はじ飛騨人の打

つ墨縄のただ―道に」という歌があり、

各地よりものづくりが都に集まつていた

ことがうかがわれます。

ものづくりの神様を挙げましても、少

なくとも、酒造り (バイオテクノロジー )

の松尾神社、繊維 (生糸)作 りの蚕の社、

金具作りの車折神社があります。また、

稲荷神社も一般的には商いの神と言われ

ていますが 「いなり」の語源は 「鋳が成

る |か らであるという説もありまして、

現代もTlの お人焚きには全国の鍛冶屋や

鋳物師が大を一日体ませて京都の稲荷神

社に集まるほどです。

lB武天皇の時代に入り、平安京が造ら

れ、都となつて、各種の神仏具、宮中用

品などが一層必要となり、製造が盛んに

なつて来ました。何よりも京都のものづ

くりはセレモニーの場で使われるもの、

すなわち、神社、仏闇、宮中における儀

式の場の用品、つまり仏具であ IJ、 神具

であり、そして、僧侶、神主、公家等の

衣服に至るまでが中心にありました。

セレモニー (儀式)の場であるだけにそ

の雰囲気づくりに相応 しいパフオーマン

スを持たねば採用されませんでした。従

つて、京の匠のつくりものは、勢い、繊

細、精巧、そして、超高級なものが中心

になつて、時代と共に変遷して来ました。

ご存 じのように日本の文化は、百済、

新羅、高麗等の朝鮮半島の各王朝との交

流と共に、中国の隋、唐をはじめとする

中国各工朝との交流による当時の最先端

文化の導入が盛んでありました。遣隋使、

遣唐使の人々が、長い苦難の旅の中で日

本に帰国し、伝えた数々の文化が、日本

での製作を要請されて、当時のものづく

りの努力がその文化の根底を支えました。

最も大きな影響があつたのは仏教の中

でも密教でありました。真言密教 天台密

教は奈良時代までの仏教と趣を異にする

荘重かつ絢爛華麗な表現を求めました。

その数々の僧侶の中でも最も影響の大き

かつたのは空海 (弘法大師)で ありまし

た。今に残る京都の東寺、高野山、嵯 ll・

の大覚寺等を見られても、諸々の当時の

ものづくりのレベルの世界的な高さが推

察されるわけであります。建築関連の皆

様にも当時の五重の塔や大伽藍等を見ら

れてお解りかと存じます。

面白いことにはその東寺の周辺から葛

野に至る間に多くのものづくりの町があ

りました。

今、平安朝のものづくりを簡単に書き

ましたが、平安以来、室町、鎌倉、戦国、

江戸、そして明治、太平洋戦争前、太平

洋戦争後50年 、その間時代の要請と共に

一貫して、その流れが随所に見られます。

各時代に新たに起こつた公家文化、茶道

文化、華道文化等を根底で支えたのも今

日の匠の技術でありました。興味深いこ

とに、武家文化の時代も、例えばハ条に

は平清盛の平家御所があり、六条には源

頼義の源氏御所があります。その間の七

条の町には針座をはじめ甲胃、lll誠 等華

麗な武家の装いも要請に応 じて作り上しず

ておりました。私はその葛野郡西七条に

育ち、諸々の匠やものづくりと接 して来

たわけであります。この一体には、現代

の世界的な最先端のものづくリーー簡単

に挙げましても、島津製作所、三菱重工、

オムロン、ローム、ワコール、日本電池、

村田製作所等―一が存在 します。

時間の関係もありますので各年代には

触れられませんがその時代時代を根底に

おいて支えた京のものづくりに流れる匠

スピリツ トとか、職人シップとか、もの

づくリマイン ドとかをお話 ししておきま

しよう。

匠とは一つの手技を磨き続ける人。よ

く素晴ら tノ い仕事をする職人さんが 「職

人は、毎日毎日死ぬまで勉強ですJと 言

い切つているのを耳にしますが、職人と

西本願寺、大灯籠 (古い物件 )

安政二年の本型鋳型(香炉の型の一部) 1湯 王の盤 1復 元品 先代作の香 I「・
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は、ただ単に今日の仕事をこなすだけで

なく、古いものを大切にし、新 しいもの

を取り入れながら明日の仕事のレベルア

ップに努力をし続ける人の事で しよう。

彼らのこう言つた日々の努力が、 1300

年も前から様々な手仕事を育て、そして、

日本文化をその根底にあつて支え、倉」造

して来たというべきでしよう。また、知

識だけではものはできません。つまり、

自分の生のままの経験を積み重ねれば残

つていけるというわけです。職人とは、

頭がどんなに働いても眼や耳や手が、こ

れに協力 してものを作 り出さねば事は運

ばぬということをよく知つた人でありま

す。そして、名もなく資しくともすべて

を忘れて一心不乱にその芸を磨く人達の、

ただひたすら腕を磨き、そして、辛抱を

続けるものづくりのスピリツ トが素晴ら

しいものを残していつたようです。

そして凄いことには、伝統のものづく

りで、反逆のエネルギーのないものづく

りは決 して新 しい時代と共に生きていけ

なかつたということです。先ほど述べた

ように遣隋使、遣唐使はじめ、世界の最

新文化は容赦なく、教育もなく見間も狭

い匠や職人に、時代の流れの変化を要請

しました。時代の流れによつて形を変え

ていかねば生き残れなかつたのです。

日本の何十という藩の中でつくられて

いた伝統製品が、明治維新後ほとんど姿

を )肖 しておりますが、京都にはじつかり

と伝承されているものが多くあります。

伝統とは時代の流れによつて形を変えて

いくものであり、最高のものを作るとい

う伝統のパツクボーンにその時代時代の

研ぎ澄まされた完成を織り込んで来たも

のだけが伝統を受け継いで来たようです。

伝統だからといつて過去の栄光に甘えて

いては時代に残れないというベンチャー

スピリツ トが、時代の変遷の中で京の匠

が日本の美の文化を支えるというプライ

ドと共に息づいてきたから京都では伝統

が残されているのでしよう。

(社 )日 本建築美術工芸協会の方々は

かつての高僧 名僧のような、時代の先
端を行くような方々ですので、皆さんの

素晴らしい美意識や感性を京のものづく

りに′3つ けていただければ、必ずや京の

ものづくりの長い歴史で鍛えられた技は

デザイン、コス ト、デリバ リーの厳しい

枠を超えてご期待に添えると思います。

「職人Jの小物鋳造物

-14-

発行 :製 日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-7998
Fax  03-3457-1598
〒108 東京都港区芝52620
建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :(社 )日 本建築美術工芸協会 広報委員会

広報担当理事 ll澤孝彦、

玉見 満 (委員長 )、 高部多恵子、坂上みつ子

冨田俊男、北村孝昭、石田県人、

渡部毅志、高塚信吾

制作協力 |(株 )SP建 材エージェンシーー

皇居二重橋前高欄 復元 (最近の物件 )



豊かな美術的環境の創造を目指す団体です。

建築・美術 口工芸等の分野の方々による交流
口協力を………。

■都市景観シンポジウム (京都、長野、水戸、静岡で開催 )

日記念講演、シンポジウム

■交流の集い

■研修見学会

■aacaト ーク 45回 を数える講演者を回んだパーテイー

形式の トーク。

■会報の発行 多彩な内容で毎回数多くの参加者を集め、会

員相互のコミユニケーシヨンを活溌に図つている。

(社 )日 本建築美術工芸協会、は、建築家、美術家、工芸家その

他の人びととの連携と協力により、豊かな芸術的環境の創造

と保存を図り、これを通じて日本文化の向上、発展に寄与す

ることを理念としています。

■aaca賞
優れた芸術的環境づくりを表彰しています。

■ス トリー トアー ト デザインコンテス ト 街中の公共空間
の環境づくりに貢献する優れたス トリー トアー トデザイン

を公募、表彰。

■aaCa作 品写真展
■各種展覧会 (ヨ ーロッパ町並展等 )

■ 「都市景観デザインヘの提言J建築業界誌に 「都市景観デ

ザインヘの提言Jを連載し、わが国の芸術的環境の創造と

保存を提案 しつづけています。

■地域サービス活動 文化は地域の気候風土、風俗、習慣、

歴史伝統などに育まれることを理解して、新しい地域文化

の形成をめざした地域サービス活動と取り組んでいます。

1968年 、「新しい建築のなかに美術 工芸 造 EREな どの造

形作品をとり入れ、人間性豊かな環境づくりJの ために、建

築、美術工芸に関する方々相互の交流をめざして、任意団体

「建築美術工業協会Jを設立。講演会、展覧会、見学会の開

催、会報の発行などの活動 を続けてきました。 1988年 4月

21日 、より幅広い方々との交流を深めると共に、よリー層の

飛躍をめざして改組、日本建築美術工芸協会を設立 しました。

そして同年 11月 28日 に文化庁所管の社団法人としての設立

許可を得、以来芸術的環境の創造を目指 し、以前にも増して

活発な活動を続けています。

国内はもとより、広く海外との交流を図り、建築 美術 工
芸などにかかわる情報を収集、分析しています。また、会員

である建築家 美術家 工芸家の方々の作品、業績、経歴な
どをライブラリー化し、一般のみなさまに広く活用していた

だける体制づくりを整えています。

日本の各地には世界に誇るべき豊かな環境があります。しか

し、激しい開発の波に洗われ、崩れ去ろうとしています。日

本の優れた芸術的環境を次代に伝えるために、 「文化のため

の 1%システム法」の制定運動をはじめ、さまざまな保存活

動を進めています。また、調査面においても同法制定に関し

ての実態追跡調査、歴史的環境 建造物の保存および再生の

ための調査研究、パブリツクアー トに関する研究などを地道

ながらも着実に続けています。
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